














使用上の留意事項
太平洋エルコンのスラリーを製造・添加及び撹拌するときは、次の事項を守ってください。適正な方法をとらない場合、太平洋エルコンがゲル化したりママコに 
なるだけでなく、コンクリートの品質低下を招いたり、コンクリートの製造が不可能になる場合があります。

①スラリー製造に使用する水は、必ず清水を使用してください（水がアルカリ性の場合、太平洋エルコンがママコになりやすく、ハンドリングが困難になります）。

②スラリー製造の水量は、太平洋エルコンの重量の 10 倍を標準としてください（水量が少なすぎると、スラリーの粘性が高くなり、水中ポンプなどでの圧送が困難となります）。

③スラリー製造は、原則としてアジテータトラックが現場到着後行ってください。また、スラリー製造後は、すぐに使用して下さい（水温によって異なりますが、
スラリー製造後 20 分以上経過すると粘性が高まり、ハンドリングが困難になります）。

④スラリーをアジテータトラック上から投入する時は、スラリーをホースなどで、なるべく奥の方に投入してください。またこのときの撹拌は、「高速」にして下 
さい。投入終了後は、さらに均一に練り混ぜられるまで、高速のまま撹拌して下さい（目安は 3 分程度）。

⑤現場添加方式の場合、アジテータトラック内のコンクリートの積載量を極端に少なくしないようにしてください。均一な練り混ぜができない場合があります 
（目安は定格積載量の 70％以上）。

⑥水中不分離性コンクリートを練り混ぜた後のミキサで普通コンクリートを練り混ぜると、スランプがダウンしたり、空気量が増加するなど、普通コンクリート 
に影響が出ますので、必ずプラントやアジテータトラックを洗浄して下さい。水中不分離性コンクリートは粘性が高いため、水洗だけで落ちにくい場合は、水、
砂利をミキサに投入して回すと落ち易くなります。

　安全上の注意事項
本製品はカタログに記載されている方法でご使用下さい。
● 本製品は、政令にある指定可燃物の合成樹脂類（その他のもの）に該当いたします。3,000kg 以上の貯蔵および取り扱いについては、消防法第 9 条の 3 およ
び市町村条例の定めに従い、火気に注意する等適切な処置をとってください。● 取り扱いの際は、眼・鼻・皮膚及び衣類に触れぬよう保護具（ゴム手袋、保護眼 
鏡、マスク等）を着用の上ご使用下さい。● 誤って眼に入った場合は、直ちに清水で充分洗浄した後、医師の治療を受けて下さい。● 本製品をご使用になる前 
に、製品安全データシート（MSDS）に記載されている取扱い上の注意を必ずお読み下さい。

●本製品の仕様は予告なしに変更することがありますので
ご了承願います。

●本カタログに記載された事項は、弊社の実験結果に基づ
くものでありますが、各種条件により実際の現場結果を
確実に保証するものではありません。
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